
補助金等支出明細書（環境省）
（様式２）

1.　補助金等の名称 平成15年度累積埋立て環境影響対応方策検討調査

2.　事業の目的及び内容

（1）　目的

（2）　具体的な内容 ①陸域発生負荷量の細分化の検討

②雨天時汚濁負荷量の検討

③負荷量算定の精度向上の検討

④陸域負荷量削減施策による負荷量の検討

3.　交付先の公益法人の名称 （社）瀬戸内海環境保全協会

4.　交付実績額 10,500 千円 （A）

5.　補助金等における管理費

（1）　人件費 4,968 千円

（2）　一般管理費 935 千円

（3）　その他の管理費

旅費 326 千円

謝金 54 千円

借料損料 36 千円

印刷製本費 486 千円

役務費 60 千円

962 千円

6,865 千円

6.　外部への支出

（1）　外部に再補助・再委託されているものに関する支出

支出先

負荷量算定、データ解析補助 （株）数理計画 3,135 千円

千円

千円

3,135 千円 （B）

（2）　（1）以外の支出

支出先

千円

千円

0 千円

7.　その他

内容

消費税及び地方消費税 500 千円

千円

合計 500 千円

8.　再補助・再委託等の割合 29.86 ％ （Ｂ／Ａ）

合計

金額

支出内容 金額

瀬戸内海地域においては、瀬戸内海環境保全特別措置法の規定により、埋立を厳に
抑制する環境保全上の配慮がなされてきたが、特に大阪湾では公共公益性の観点か
らやむを得ず認められた埋立等により、海岸線の人工化が進み、水質浄化に重要な
役割を果たす浅海域は大幅に減少している。このことに鑑み、大阪湾に係る累積する
埋立ての影響について、水質等への影響を把握し、これらの事業の複合的な影響につ
いて調査分析する。

支出内容

合計

内容

合計

合計


